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検証改善プラン②『共通理解』

各学級には、それぞれ文化

やルールがあります。帰りの

会で、友達のいいところを紹

介する学級もあれば、学級の

歌を合唱する学級もあります。

毎日、様々な出来事を通して

様々な約束が生まれます。

教職員にも個性があります。

厳しい先生もいれば、やさし

い先生もいて、その先生なら

ではの指導方法があります。

しかし、学校として一貫し

た生徒指導を確立する上で大

切なことは、全教職員が学校

の教育目標を踏まえ、学校全

体の課題や具体策を共通理解した上で、学級づくりに励み、個性あふれる指導を行うことです。

○学校の教育目標を踏まえ、各学年においてどのような児童を育てるのかについて、全教職

員による協議を通して明文化する 

  ○実態把握によって導かれた課題に対する具体策として、どのような指導体制を構築し、ど

のような教育活動に取り組んでいくかについてアイデアを出し合う場を設ける 

  ○小中連携による９年間を見通し、それぞれの発達の段階における課題や対応策を協議する 

実践事例①：毎週、指導方法・指導基準を確認し合う

１ 全教職員が課題と具体策を共通理解する

学校全体で進める生徒指導

教員一人一人の努力を生徒指導の目標の達成につなげるに

は、学校全体の共通理解と取組が不可欠です。そのためには、生

徒指導が学校全体として組織的、計画的に行われていくことが必

要になります。すなわち、学校経営の中に生徒指導の視点がきち

んと位置付けられ、それに基づいた学年や学級経営が行われ、さ

らには個々の指導が行われていくという流れが大切なのです。

教員による共通理解

学校に在籍しているすべての児童の生きる力を伸ばすために、

教職員は学校の教育目標、指導の重点目標、具体的な指導・対応

方法などに対して共通理解を図る必要があります。

それぞれの学級集団ごとや、一つの学級集団においても、学級

担任とその集団に関係している担当教員間で、指導する基準が異

なっていては、よい集団の環境であるとは言えません。

（生徒指導提要より）

【共通理解事項】
防寒着着用は登下校時に限る。体調不良の児
童は保護者と連絡をとり着用を認める。

ある学校では、全教職員が毅然とした態

度で一貫性のある指導ができるよう、毎週

共通理解と自己点検に努めています。

○協議の場である「連絡会」を開催し、下の例のよう
な協議を通して指導方法・指導基準を共通理解する 
○各自がチェックシートを用いて、一貫性のある指導
が行えているか自己点検する 

【共通理解事項】
授業中気が散ったり物にひっかかったりする
ので筆箱にキーホルダーは付けない。

筆箱などにたくさんのキーホ

ルダーを付けている児童が増え

ているのが気になります。

学習に集中できるように全校

のルールを決めましょう。次の

全校集会で説明しましょう。

登下校時の防寒着を学習中に

も着用している児童がいます。

学級によって指導がばらばらに

なってしまっているようです。

着用している児童の中には体

調の悪い子もいるのではないで

しょうか。

協議例① 協議例②

（毎週水曜日に全教職員が行っていること）

【具体的な実践事例】
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効果を上げるためのチェックポイント 
○ 年度末や年度初めに、指導の基準を具体的に協議し、共通理解する 

年度初めは、入学式等の学校行事があるとともに、各学級においてもしなければならないこ

とが多く、落ち着いて生活することが難しい時期です。しかし、どの児童も、新たな学年に進

級しこれまでの自分からさらに成長しようという意欲にあふれているこの時期こそ、社会性や

主体性をはぐくむのにふさわしいといえます。また、教職員にとっても、どのような児童を育

てるのかについて見通しを持つ大切な時期です。

前年度の状況を踏まえた上で、今までの基準を見直した上で新たな基準を確立し、教職員が

共通理解するとともに、児童や保護者にも周知し理解を図っておくことが大切です。

 

○ 児童の課題や実態に応じた改善策となり得ているか問い続ける 

年度が変わり学級担任や学級集団が変わると、前年度までの課題が解消する一方で異なる課

題が生じるということがあります。また、共通理解し合った改善策に全教職員がしばらく取り

組んでいるものの効果が上がりそうにないといった状況に陥ることもあります。

年度当初に考えていた指導の方針や改善策を大切にしつつ、日々変化する児童の実態に応じ

た指導を行っていく必要があります。生徒指導部や全職員の協議の場を定期的に持ち、取組状

況とその成果を確かめ合っていくことが大切です。

実践事例②：指導の基準を明文化し共通理解を図る 

 ある学校では、集団生活のルールを徹底するために、全教職員で児童の生活のきまりを見直し

ました。そして、全校児童が共通に取り組む重点指導事項を検討した上で、生徒指導部会が下表

のような具体的な指導の基準を作成し、児童や保護者にも周知しました。
 

【生徒指導 

５項目】 

①あいさつ 

②廊下歩行 

③時間を守る 

④黙目清掃 

⑤靴の整頓 
 

それぞれの項目については、毎月重点化を図る週間を決めて指導の徹底を図っています。 

また、指導に当たっては、毎月一度、職員会議で、児童の状況とともに、基準に基づいた指導

が徹底できているかを点検し合っています。さらに、レベルアップのための具体的な指導の工夫

や指導の基準の妥当性等についても話し合っています。

全教職員が同じ課題に向かって見通しを持って取り組むことで、規範意識を醸成しようという

意識が学校全体で高まりました。児童も「今度はレベル３になりたい」などと具体的な目標を持

って行動できるようになってきています。
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検証改善プラン②『共通理解』

今日、小学校の生徒指導が抱える課題は、複雑化・多様化してきています。それに伴い、目の前

の児童の成長を願う学級担任には、日々の教育活動に対して様々な問いが生じます。 

「感情のコントロールができなくなった児童にはどのように対応すればよいのか」 

「どの子も学級の仲間とうまくかかわれるようにするにはどのような方法があるのか」 

「１年間、道徳や学級活動で大切にすべきことは何なのか」 

こうした問いを解決し、教職員の資質能力の向上を図るためには、校内研修が重要です。 

校内研修では、全教職

員が組織的、計画的に行

う研修と、生徒指導担当

教員や若年者等、特定の

教職員だけで行う研修が

考えられ、研修内容や研

修方法も多様です。

学校の実態や教職員の

ニーズに合った研修を計

画的に実施する必要があ

ります。

 

 

○専門家等の外部講師を招へいして、児童理解や新たな指導方法に関する専門的な研修を行う

○生徒指導や道徳・学級活動に関する年間の計画や共通理解事項に関する協議を行う 

○具体的な指導方法について教職員一人一人の力量が高まるよう参加型の研修を行う 

○小グループで実際の事例を持ち寄り、よりよい指導方法を協議する

２ 校内研修で教職員の資質能力の向上を図る

実践事例①：若年教員が日々の課題と指導方法を学び合う

◆早朝ゼミの実施 

ある学校では、毎週水曜日の早朝（7:30～8:00）に５年経験者程度までの教員が自主参加の

研修を行っています。自らテーマを設定し、年間を通して課題が達成できるよう取り組んでい

ます。これまでに取り上げたテーマは、発問、懇談会の進め方、服務、教科指導等です。
 

◆友達関係調査の結果分析による学級経営の改善 

ある学校では、校内研修において、学級の児童の状況と今後

の学級経営の方針をポスターセッション形式で発表し、検討し

合っています。

この場を通して、気になる児童にどのようにかかわるか、今

後どのように学級経営を改善するか等が明確になっています。

校内における研修 －全教員が参加して行う研修－ 

　学校内において実施する研修は、同じ学校という組織において教育

に携わる教員たちが行うという点に特徴と意義があります。したがって、

理念や教育方法、生徒指導の方針・基準などについての共通理解を図

り、日常的な指導のための共通基盤を形成することを目的とします。そ

のため、生徒指導を担当する教員や管理職だけではなく、全教員が参

加して行うことが必要です。年度や学期などの初めに実施計画を立て、

協議内容についてもあらかじめ決定しておくことが大切です。また、特

定の教員による講話や資料提供だけでなく、全教員が主体的に参加し

それぞれの職務の遂行に反映できるように、参加型研修や小グループ

ごとの事例研究など、研修方法にも工夫が必要です。

（生徒指導提要より）

【具体的な実践事例】

−　��　−



- 23 -−　��　−




